
日本学術会議 

地域研究委員会 

文化人類学の学知を活用した人材育成及び社会連携分科会 

（第 26 期・第４回）議事録 

 

日時：2025 年 9月 27日(土) 15:00～17:00 

形式：オンライン開催 

出席者：伊藤、小長谷、上杉、小川、香室、木村、嶋田、曽我、高野、中空、中谷、速水、

俵木、平田 

欠席者：竹沢、三尾、綾部、石井、慶田 

 

議題： 

（１） ビジネスにおける人文・社会科学の学知の活用に関する話題提供２件 

（ⅰ）平田 貞代 委員（芝浦工業大学・東北大学） 

「ビジネスエスノグラフィと MOT による価値共創」 

日本の産業や社会、特に情報サービス産業に、文化人類学の研究手法であるエスノグ

ラフィをどのようにいかしてきたか、デジタルテクノロジーの進化とともにエスノグ

ラフィへの要求がどのように拡張してきたか、について解説された。 

 

（ⅱ）山内 裕 氏（京都大学） 

「文化を読み解き、価値を転換する方法」 

京都クリエイティブ・アッサンブラージュを通じた研究活動を中心に、文化人類学を

はじめとした社会科学の各学知から、社会の変化を捉え、アートやデザインをも応用

し、広義のイノベーションを起こすプロセスについて解説された。 

 

（ⅲ）ディスカッション 

（ⅰ）および、（ⅱ）に基づき、質疑応答と意見交換を行った。 

 

（２） その他 

複数の話題提供とディスカッションについて企画中であり、決まり次第通知する。

日程についても後日調整。 

  


